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Abstract:Toelucidatethemechanismsofcommunitydynamicsandtreecompetition,weinvestig誠副thestandstructureandthe
dynamicsofsecondaryfoi℃stdominat国町門"姻叱"s畑brainKaisyoForest,nearNagoyaCity.Weestablisheda1-hapermanentplotin
2003,andinvestigatedforallstems≧5cmindiameteratbreasthei凶1t(dbh)intheplotm2005and2007,alllivingstemsw画Ere-censused.
Therew副巳30speciesintheplot,withstemdensityof2294stemsperha.Pinusdensiflora,Ilexpe伽71“…,砂eF℃usserrataandClethra
6α池加ervisco-dominatedinthestandThereisno罰狐mcantdifferencebetweenthemortalityandrecruitmentrateofstemsduringthe4
yearsperiod・Themortalityrateofstemsandthegrowthrateofdbhweresize-dependent,incr圏罰ngwithsizeclass.Tl膳gowthof//ex
p蛾"iculosawasaffectedbytheabundanceof円"“北加s城bra.Ourresultsindicatethattreecompetitionoccursamongafewspeciesin
part.
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Iはじめに
平成19年11月にわが国における生物多様性の保全に関す
る国家方針として､第3次生物多様性国家戦略が公表され(環
境省自然環境局2007）、この中において、日本の生物多様
性に及ぼす影響として「3つの危機」について指摘されてい
る。それは、第1の危機「人間活動や開発による危機」、第
2の危機「人間活動の縮小による危機」、第3の危機「人間
により持ち込まれたものによる危機jである。この中で第2
の危機である「人間活動の縮小による危機」とは､"Underuse"
とも呼ばれ、以前は人間の利用・活動により維持管理されて
きた二次的自然が、その経済的価値の低下や人口移動などの
影響により、放置されたままの状態であることが、生物の多
様性に極めて重大な危機を及ぼすと言う構造であり、その最
も代表的な自然環境が里山であると言われている。
近年、特に大都市近郊地域における里山林などの大規模緑
地は住宅用地等への転用により、近年、減少傾向にある（小
見山1999）。これは地域全体の環境制上をもたらす問題で
あるとともに、このような二次的自然に適応してきた生物種
の生育環境の変遷をももたらす極めて重大な問題である。そ
こで、環境保全緑地としての都市近郊二次林、いわゆる里山
林に対するニーズの向上により、その質的な評価が求められ
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るため、都市化に伴う里山林の構造変化とその要因について
明らかにしなければならない。
このような観点から、近年、都市化が著しい名古屋市近郊
地域を対象として、現地飼査により都市近郊二次林の動態に
関する解析により里山林の現状を把握し、現在、里山林がど
のような状態にあるのか、また、都市化の影響をどのように
受けているかを明らかにし、都市環境林としての里山林の評
価を行うことを目的に継続研究を行っており、先行研究では
名古屋市近郊にある都市近郊林がどのような構造であるのか
を明らかにした（西村2006)。
本研究では、先行研究から得られた林分構造の情報に加え
て、本林分の動態現象の特徴やその推移過程を明らかにする
ことが必要であるが、そのためには、長期間における観測を
おこなわなければならない。それは森林の遷移の時間スケー
ルは人間の寿命に比べて長く、そのため、その変化には稀に
起こる現象が関係している可能性があり、森林の動態現象を
解明するためにはそのような現象を検出することが重要とな
る。また、森林の推移の方向を決定する要因として、地形や
土壌などの立地環境に加え、樹木間競争が森林の動態に重要
な役割を果たしていることは良く知られている(Haraetal.
1995,Nishimuraetal2005)。そこで本報告では名古屋市近郊
にある海上の森のアカマツー広葉樹の優占林分において4年





